
　　　　　　　　　　　　　　           　　　 入　札　公　告

国立大学法人山口大学において，下記のとおり「国立大学法人山口大学吉田地区構内警備業務　一式」に
ついて一般競争入札に付します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               記

1．競争入札に付する事項
　(1)　件　　名　　国立大学法人山口大学吉田地区構内警備業務　一式
  (2)　履行期間　　令和４年４月１日から令和６年３月３１日まで
                  （ただし，令和６年３月３１日の業務については，翌日４月１日の８時３０分までを
                    ３月３１日として取り扱う。）
  (3)　履行場所　 国立大学法人山口大学吉田地区全敷地内

2．競争に参加する者に必要な資格に関する事項
  (1)　国立大学法人山口大学契約事務取扱要項第５条の規定に該当しない者であること。
  (2)　国立大学法人山口大学契約事務取扱要項第６条の規定に該当しない者であること。
  (3)　入札時において国立大学法人山口大学一般競争参加資格において令和４年度に「役務の提供等」の
     「Ａ」，「Ｂ」又は「Ｃ」等級に格付けされた者又は文部科学省競争参加資格（全省庁統一資格）に
     おいて令和４年度に中国地域の「役務の提供等」の「Ａ」，「Ｂ」又「Ｃ」等級に格付けされた者
     であること。
 （4） 法令等の定めによる許認可等に基づいて営業を行う必要がある場合にあっては，その許認可等に基
     づく営業であることを証明した者であること。
 （5） 公正性かつ無差別性が確保されている場合を除き，本件調達の仕様の策定に直接関与していない者
     であること。
 （6） その他国立大学法人山口大学契約事務取扱要項第7条の規定に基づき，学長が定める資格を有する
者
      であること。
 （7）学長から取引停止の措置を受けている期間中の者でないこと。

3．契約条項を示す場所，入札説明書の交付場所及び問い合わせ先
     〒７５３－８５１１　山口県山口市吉田１６７７番地１
     国立大学法人山口大学財務部契約課調達第二係　TEL：０８３－９３３－５１０９
　　 E-mail：ke079@yamaguchi-u.ac.jp

4．入札説明会の日時及び場所
　　　日   　　　 時：令和４年２月１４日（月）１４時００分
　　　場    　　　所：国立大学法人山口大学事務局１号館１階第１会議室

5．入札書並びに入札関連書類の提出場所及び受領期限
　　　受　領　期　限：令和４年２月２２日（火）１７時００分
　　　提　出　場　所：国立大学法人山口大学財務部契約課調達第二係

6．競争執行の日時及び場所
      日   　　　 時：令和４年３月１５日（火) １４時００分
　　　場    　　　所：国立大学法人山口大学事務局１号館１階第１会議室

7．入札保証金及び契約保証金
    　免除する。

8．入札方法
     落札決定に当たっては，入札書に記載された金額に当該金額の１０パーセントに相当する額を加算し
   た金額（当該金額に１円未満の端数があるときは，その端数金額を切捨てるものとする。）をもって落
   札価格とするので，入札者は，消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを
   問わず，見積もった契約金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載すること。

9．入札の無効
     本公告に示した競争に参加する者に必要な資格を有しない者の提出した入札書その他国立大学法人山
   口大学契約事務取扱要項第１３条に掲げる入札書は無効とする。

10．落札者の決定方法
      予定価格の制限の範囲内で，最低の価格をもって有効な入札を行った入札者を落札者とする。ただ
    し，落札者となるべき者の入札価格によっては，その者により当該契約の内容に適合した履行がされ
    ないおそれがあると認められるとき，又はその者と契約を締結することが公正な取引の秩序を乱すこ
    ととなるおそれがあって著しく不適当であると認められるときは，予定価格の制限の範囲内の価格を
    もって入札をした他の者のうち最低の価格をもって入札をした者を落札者とする。

11．契約書の作成
      競争入札を執行し，契約の相手方が決定したときは，契約の相手方として決定した日から７日以内
    （契約の相手方が遠隔地にある等，特別の事情がある場合は指定の期日まで）に契約書の取り交わし
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     をするものとする。

　　　令和４年２月４日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立大学法人山口大学長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡　　正　朗

ページ(2)


